
社会科学習指導案 

 

１ 小単元名  地域活性化の願いを実現する政治 

 

２ 小単元について 

 本小単元は、学習指導要領第６学年の内容（１）のア（知識及び技能）の（イ）「国や地方公共団体

の政治は、国民主権の考えの下、国民生活の安定と向上を図る大切な働きをしていることを理解するこ

と」、（ウ）「見学・調査したり各種の資料で調べたりして、まとめること」、イ（思考・判断・表現）の

（イ）「政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算とのかかわりなどに着目して、国や地方公

共団体の政治の取組を捉え、国民生活における政治の働きを考え、表現すること」を受けて扱うもので

ある。 

 本小単元で取り扱う「Ａ地区学校跡地の活用」は統合して廃校となったＢ小学校とＣ小学校の土地や

施設の活用である。約５年前、このＡ地区学校跡地の利用方針については、千葉市役所財政局資産経営

部資産経営課が中心となって、地域住民の声を吸い上げる意見募集が行われ、市役所の計画、市議会の

審議を経て、Ｂ小学校は保育園、Ｃ小学校は図書館、公民館、保育園、老人ホームの複合施設が建設さ

れることが決まった。この「Ａ地区学校跡地の活用」を教材に、市の政治の仕組みや目的について理解

することが本小単元のねらいである。 

 本学級の児童は社会科の学習を楽しいと感じている児童が多く、普段の学習から進んで調べたり、調

べたことをノートにまとめたりする様子が見られる。一方で「まとめる」活動や学習したことを生活に

生かすことに難しかったり、単元冒頭に興味や関心をもてなかった児童はその後の学習過程でも主体性

をもてなかったりする様子が見て取れる。政治に関しては、約半数以上の児童が千葉市の政治の仕組み

に目が向いておらず、市の政治が自分たちの生活とどのように関わっているのか気付いていない。ま

た、先日行われた模擬選挙で「保護者と一緒に選挙に行ったことあるか」と聞いたところ、実際に選挙

に行ったことのある児童は各クラスにほんの数名程度であると分かった。 

 そこで本小単元では、政治と自分たちの生活との関わりに気付き、進んで政治に関わろうしていける

ようにしていきたい。そのために「つかむ」の学習過程では、児童にとって身近な「Ａ地区学校跡地の

活用」を教材にすることでどの児童も興味をもって学習を始められるようにする。今回教材として扱う

「Ａ地区学校跡地」のひとつであるＢ小学校舎に本学級の児童は１年間通っており、馴染みがある。ま

た、もう一つのＣ小学校は、地域の祭りや習い事でその付近を利用する児童もおり、現在多くの児童が

利用したことのある図書館や公民館が移転される。親しみのある施設に市の政治が深く関わっているこ

とを知れば、政治をより身近に感じるだろう。「調べる」の学習過程では、実際に市役所の方へのイン

タビューをすることで、市の政治に関わる人々の思いや願いを感じ取らせていきたい。「まとめる」の

学習過程では、何にまとめるか、誰とまとめるかを選択できるようにすることで、どの児童も自分の思

考を働かせ、中心概念を捉えられるようにする。「いかす」の学習過程では、市役所の立場になって意

見を取りまとめる活動を体験し、市の政治はいろいろな人の立場を考えながら行われていることに気付

き、進んで政治に関わろうとするきっかけにしていきたい。 

 

 



つかむ いかす 調べる 

３ 知識の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の政治は、市民の要望と法律をもとに、市民が選挙で選んだ市長と市役所が計画

を立て、市民が選挙で選んだ市議会議員によって決定された後、市民の税金を使っ

て運営されている。このようにして、市民生活の安定と向上が図られている。⑤ 
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４ 小単元の目標 

 〇我が国の政治の働きについて、政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算との関わりなど

に着目して、見学したり各種の資料で調べたりしてまとめることで国や地方公共団体の取組を理解

することができる。                           【知識及び技能】 

 〇我が国の政治の働きについて、国や地方公共団体の政治は、国民主権の考えの下、国民生活の安定

と向上を図る大切な働きをしていることを理解することができる。      【知識及び技能】 

 〇我が国の政治の働きについて、国民生活における政治の働きを考え、表現することができる。 

                                【思考力、判断力、表現力等】 

 〇我が国の政治の働きについて、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

５ 小単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 政策の内容や計画から実施ま

での過程、法令や予算との関

わりなどについて、見学・調

査したり各種の資料で調べた

りして、必要な情報を集め、

読み取り、国や地方公共団体

の政治の取組を理解してい

る。 

① 政策の内容や計画から実

施までの過程、法令や予

算との関わりなどに着目

して、問いを見いだし、

国や地方公共団体の政治

の取組について考え、適

切に表現している。 

① 我が国の政治の働きについ

て、予想や学習計画を立て

たり、学習を振り返ったり

して、学習問題を追究し、

解決しようとしている。 

② 調べたことを図表や文などに

まとめ、国や地方公共団体の

政治は、国民主権の考えの

下、国民生活の安定と向上を

図る大切な働きをしているこ

とを理解している。 

② 国や地方公共団体の政治

の取組と国民生活を関連

付けて政治の働きを考

え、適切に表現してい

る。 

 

 

６ 小単元の指導計画（６時間扱い） 

過程 時間 主な学習活動と内容 評価 

つ
か
む 

１ 

 

 

〇学校跡施設の活用について話し合い、疑問に思ったことから学習問題を立て

る。 

 ・Ｂ小の跡地には保育園、Ｃ小の跡地には図書館や公民館、保育園、老人ホー

ムなどの複合施設ができるのだね。 

 ・だれが決めたのだろう。 

思
判
表
①
（
ノ
ー
ト
） 

学校あと施設の活用について話し合い、学習問題をつくろう。 



  

 

 

 

 

〇小単元を貫く学習問題に対する予想をし、学習計画を立てる。 

 ・市長や市役所が関わっている。 

 ・国会と似ている議会があるのではないかな。 

 ・市民も関わっていそうだ。 

 ・税金が使われているはずだ。 

態
度
①
（
ノ
ー
ト
） 

調
べ
る 

２ 

 

 

〇市役所の方へのインタビューを通して、その関わりを調べる。 

 ・市長のもとで市役所が計画を立てている。 

 ・計画を立てる際には、法律にもとづいて行われている。 

 ・市民の要望を取り入れながら、優先順位や予算を考えて計画を立てている。 

  

 

 

知
技
①
（
様
子
・
ノ
ー
ト
） 

３ 

 

 

 

〇資料をもとに市議会の働きを調べる。 

 ・市議会は市民による選挙で選ばれた市議会議員で成り立っている。 

 ・市役所が立てた計画や予算を市議会で決定している。 

 

 

 

知
技
①
（
様
子
・
ノ
ー
ト
） 

４ 

 

 

〇資料をもとに活用費用について調べる。 

 ・事業費は約〇円だ。 

 ・活用費用は市民や会社から集められた税金をもとにしている。 

 ・図書館は利用そのものに費用はかからない。 

 ・国や県からの補助金が出る場合もある。 

 

 

 

思
判
表
①
（
ノ
ー
ト
） 

学校あと施設の活用には、だれがどのように関わっているのだろうか。 

学校あと施設の活用に、市議会はどのように関わっているのだろうか。 

学校あと施設の活用は、市の提案にもとづき、市民による選挙で選ばれた市議

会議員が、市議会で計画や予算を決定して建設される。 

学校あと施設の活用費用は、どこから出ているのだろうか。 

学校あと施設の活用費用には、市民から集められた税金が使われる。 

学校あと施設の活用に、市役所はどのように関わっているのだろう。 

学校あと施設の活用は、市長のもとで市役所が法律にもとづき、市民の要望や

市の実態をふまえて計画を立て、予算を計算して提案された。 



ま
と
め
る 

５ 

 

 

 

〇これまでの学習で分かったことを振り返り、市の政治の仕組みをノート、ギガ

タブ、ワークシートなど、自分のまとめたいものを選んで図にまとめる。 

 ・市民、市役所、市議会が互いに関わり合っている。 

 ・市役所が内閣、市議会が国会に似ている。 

〇市の政治の仕組みをまとめた図をもとに話し合い、小単元の学習問題に対する

自分の考えをまとめる。 

 ・市民の願いが取り入れられていた。 

 ・市長や市役所は計画をしていた。 

 ・市議会は計画や予算を話し合って決定していた。 

 ・建設や運営には税金が使われている。 

 

 

 

 

知
技
②
（
図
・
ノ
ー
ト
） 

思
判
表
②
（
ノ
ー
ト
） 

学校あと施設の活用は、市民の願いをもとに、市長や市役所が中心となっ

て計画し、市議会によって決定されたのち、税金を使って運営されてい

る。このようにして、市民生活の安定と向上が図られている。 

学校あと施設の活用について、政治の働きを調べてわかったことをまとめ、話

し合おう。 



い
か
す 

６
（
本
時
） 

 

〇コミュニティーセンター建て替え案について市民の意見をその理由を知る。 

 ・おうちの人はどんな立場でどんな施設を希望しているのだろう。 

 ・子育て広場は小さな子どもがいる親が望んでいるのかな。 

 

 

〇市役所の立場になってどんな施設が必要か話し合い、施設をどれにするかのラ

ンキングをつくる。 

（例） 

 子育て広場：小さい子がいる家庭は、欲しいと思っているよね。 

 カフェ：この辺はお店がすくないから、あるとみんな喜んで使うかもね。 

 共同農園：子育てしている人も、お年寄りも作りたいと思っているのかもしれ

ないよ。 

 室内遊具：利用できるのは子どもだけになってしまうかもしれない。 

〇話し合ったことを共有し、市役所の方のお話を聞く。 

 ・市役所ではいろんな人の立場を考えながら政治を行っているのだね。 

 ・自分たちが意見を伝えることも大切。 

〇振り返りを書く。 

・いろいろな立場の人のことを考えなくてはいけないことが分かった。 

 ・これからは自分たちの考えを進んで伝えていきたい。 

 

 

 

態
度
①
（
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ー
ト
・
発
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８ 市教研社会科研究主題解明のための方策 

 

 

 

 〈本年度主題解明のための方策〉 

 

 

 

 

市民の意見を取りまとめ、市の政治を進めるうえで大切なことを考えよう。 

市の政治はいろいろな人の立場を考えながら行われている。また、市民は意見

を伝えることが大切である。 

 

新たな社会の担い手として生きる力を育む社会科学習 

～児童生徒が社会的な見方・考え方を働かせる問題解決的な学習を通して～ 

研究内容１ 問題解決的な学習につながる教材・単元構成の工夫 

研究内容２ 問題解決的な学習につながる指導法の工夫 

研究内容３ 指導と評価の一体化 



 本小単元では、研究主題の中から以下の点に留意して指導及び評価に取り組みたい。 

 

研究内容１ 問題解決的な学習につながる教材・単元構成の工夫 

  

〇児童の調べようとする意欲を喚起する教材の開発 

本小単元は、市の政治の働きや仕組みを理解し、市の政治と自分との関わりについて考えること

をねらいとしている。しかし、自分が住んでいる地域とは離れた市町村の事例や抽象的な内容では

児童にとって切実感がなく、主体的な学習につながりにくい。 

そこで、地方公共団体の政治の働きを理解するために、児童にとって身近な「Ａ地区学校跡地の

活用」を教材として扱う。本学級の児童は、小学校１年生時にＢ小学校に通っていたため、周辺の

様子についてよく知っており、跡地の活用については、当時から児童の間で話題に挙がっていた。

また、Ｃ小学校は、現在でも周辺での地域の祭りや習い事などでよく知っている児童も多く、身近

な場所だと言える。Ｃ小学校の跡地の活用には、図書館や公民館、保育園、老人ホームの複合施設

が建設されることが決まっており、普段から図書館や公民館を利用することの多い児童にとって

は、完成後にも利用する身近な公共施設の一つであると言えるだろう。 

このような身近な公共施設を教材にすれば、市の政治が自分たちの住む地域の安定と向上を図る

大切な役割を果たしていることを、身をもって実感するであろう。「つかむ」の学習では、統合前

のＢ小学校とＣ小学校、そして新しく施設建設中の現在の写真を提示する。そうすることで、「誰

が関わっているのか」「どのように決定したのか」など疑問が生じるであろう。そのような疑問を

もとに単元を貫く学習問題を設定することで、より主体的に学習を進めることができるであろう。 

 

  〇人々の思いや願いを感じ取れる教材 

   本学級の約半数の児童は前年度も担任をしており、社会科の学習も一緒に行ってきた。その際

に感じていたのは、扱う教材に関係する人が周囲にいる児童とそうでない児童では、取り組み方

に差が出るということであった。例を挙げると、親戚に北海道や沖縄に関係が深い人がいたり、

農業に従事する人がいたりするとその児童は進んで学習に取り組もうとする。しかし、そういっ

た人が身近にいないと具体的知識を得ることができても、中心概念を獲得するのに苦労する児童

が多かった。 

そこで、本小単元では自分たちにとって身近な地域の施設を主に扱う。また、「調べる」活動

では、市役所の方にオンラインでインタビューを行い、自分たちの地域の施設が市の目標や市民

の思い、願いなどにもとづき、市役所や市議会が中心となって計画、建設、運営されていること

に気付けるようにする。さらに、「いかす」にあたる本時では建て替えの可能性があるコミュニ

ティーセンターにどのような施設があるとよいかについて、地域住民でもある保護者のアンケー

トをもとに話合いを行う。アンケートに保護者の願いが込められていることを知れば、市役所側

に立って保護者の意見を取りまとめる際に、児童はより真剣に取り組むであろう。活動後には市

役所の方に話をいただき、市民として大切にしてほしいことを児童に伝えていただく。市の政治

を行う方からのメッセージは、児童にとって進んで政治に関わろうとするきっかけになるであろ

う。 



研究内容２ 問題解決的な学習につながる指導法の工夫 

 

 〇市役所の役割と苦労を実感するための体験活動 

   本時は、いろいろな立場の人の願いを考え、それらの意見を尊重しながらコミュニティーセン

ターにどのような施設があるとよいか話し合う活動を行い、自分たちと政治との関わりを考え

る。いろいろな立場の人の異なる願いを取りまとめるには、より多くの人に満足してもらえるよ

うに優先度をもって政治を進めていることを捉える必要があると考えた。 

そこで、保護者のアンケートをもとに「どのような願いをもってどのような施設を希望してい

るか」という４つの事例を紹介する。また、希望する施設がどのような立場の人の願いなのかを

出し合い、根拠を明確にして個人の考えをもっておくことで、より主体的で深い話合いが期待で

きると考えた。なお、本時ではグループ活動時間の確保のため、個人の考えは朝学習や家庭学習

を活用して用意しておくようにする。保護者アンケートの４つの事例から、児童は「子ども」

「お年寄り」「子育てをしている人」「仕事をしている人」などの立場になって必要だと思った施

設とその理由を明らかにして、グループ活動に移っていく。グループ活動では個人が持ち寄った

意見を出し合って話し合い、より多くの人に満足してもらえるように意見を取りまとめ、必要だ

と思う順番にランキングを付けていく。その際、「建設に関わる予算は減少していること」「少子

高齢化が進んでいる」といった既習を想起するよう助言し、優先度の高い施設を考えてランキン

グをつけていけるようにする。グループでの話合いを通して、市役所が市民の願いを尊重しなが

らも、予算や地域の状況等を踏まえたうえで優先順位を付けて政治を行っていることを体験でき

るようにしたい。活動を通して優先順位をきめることの難しさや、いろいろな立場の人の思いを

体感することで、市の政治が自分たちの生活の安定と向上のために重要な働きをしていることが

より実感できるであろう。 

 

 〇児童が進んで「まとめる」ための指導の個別化 

本時での充実した話合い活動のためには、「まとめる」の時間に得る中心概念が重要である。

したがって「まとめる」活動では、全員が進んでまとめる活動に取り組み、中心概念である市の

政治の仕組みや目的を捉えられるようにしたい。しかし、実態調査からは、どの言葉を使って文

章にまとめたらよいのか不安に思っている児童が多くいることがわかる。 

そこで、まとめる方法を「ギガタブ」「ワークシート」「虫食いのワークシート」などから選択

できるようにする。さらに「友達と一緒に行う」「教師と一緒に行う」「一人で行う」など学びの

形態も選択できるようする。そうすることで、一人一人の学力や特性に合わせて学び方を選択

し、中心概念を身に付けることができると考える。そうすれば、児童が得た中心概念を生かし

て、本時の活動では市民の願いを実現するのに大切な考え方に気付いたり、自分の生活との関わ

りを考えていくきっかけにしたりすることができるだろう。 

 

 

 

 



９ 本時の指導 

 （１）目標 

  〇いろいろな立場の人の願いを考え、それらの意見を尊重しながらコミュニティーセンターにどん

な施設があるとよいか話し合い、自分たちと政治との関わりを考えようとする態度を養う。 

（学びに向かう力、人間性等） 

 （２）展開（６／６） 

時配 学習活動と内容 〇教師の指導と支援 ◆評価 資料 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ コミュニティーセンター建て替え

案について確認する。 

 ・いつか図書館と公民館の跡地が新

しいコミュニティーセンターに建

て替わる可能性があるのだね。 

 ・おうちの人はどんな施設を希望し

ているのだろう。 

 

２ 多様な市民の意見となる４つの事

例を保護者のアンケートからあ

げ、提示する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 話合いの進め方について確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の活動の意欲につなげるこ

とができるように、コミュニテ

ィーセンターに建て替えの可能

性があることを伝える。 

〇市民の要望を理解できるよう

に、どのような施設が必要か、

保護者アンケートの結果を提示

する。 

〇４つの事例についてイメージ

し、必要な施設を考えたり、話

し合ったりしやすいように、そ

れぞれの立場を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童が主体的に話し合えるよう

に、自分が必要だと思う施設と

その理由を明らかにしておくよ

うに伝える。 

〇既習を生かして話合いを行うた

めに、既に地域にある施設や予

算と税金の関係、市の将来の見

通しなど、話し合う際の基準と

なるものを確認する。 

・写真 

・願いと

立場の拡

大掲示 

 

 

 

 

・市民の

願いと話

している

人の年代

がわかる

資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

・掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例） 

・子育て広場は小さな子どもが

いる親が望んでいるのかな。 

 ・きっと室内遊具を希望してい

るのは子どもだ。 

 ・カフェがあるといいと言って

いるのはお母さんと同じくら

いの年頃の人かもしれない。 

 ・共同農園がほしいというのは

お年寄りなのだね。 



 

 

 

３ 

 

 

 

１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以降、本時） 

 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２ グループで市役所の人になって、

４つの案についてランキングをつ

ける。 

（話し合われる例） 

 ・子育て広場があると安心して子育

てできそうだね。 

 ・室内遊具を利用できるのは子ども

だけになってしまうかもしれな

い。 

 ・これからは少子高齢化だから、共

同農園は必要かもしれない。 

 ・カフェは利用できる人が多そうだ

けど、税金がとてもかかりそうだ

ね。 

 

３ 各グループのランキングと活動を

通して感じたことを共有する。 

 ・１位がカフェ、２位が共同農園、

３位が子育て広場、４位が室内遊

具となりました。１位の理由は一

番利用する人が多そうだからで

す。 

 ・どれも大切な市民の意見だから決

めるのが難しかった。 

 ・いろんな立場に立って考えなくて

はいけなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇優先順位を考えやすくするため

に、ランキングをつける。 

〇なかなか話合いが進まないグル

ープには地域の人にとって一番

優先順位が高いものから決めて

いったり、どんな基準で話し合

うのか明確にしたりするとよい

こと助言する。 

〇話合いのねらいから逸れないよ

うにするために、市役所の立場

で話合いを進めるよう促す。 

 

 

 

 

〇市役所の苦労や思いを理解でき

るように、順位が決めきれなか

った場合も、そのままでよいこ

とを伝える。 

〇自分がほしいものではなく、

様々な立場にたって施設を考え

たことを認識できるように、模

擬選挙の結果や４つの事例を紹

介した際の反応を伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ランキ

ング

（google

スライ

ド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の意見を取りまとめ、市の政治を進めるうえで大切なことを考

えよう。 



 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

４ 市役所の方の話を聞く。 

 ・市役所の人はいろいろ人の立場や

状況を考えているのが分かった。 

 ・自分たちの意見を伝えることが必

要だということが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の活動を通して、自分の考え

をノートに書く。 

 ・市役所の人がとても苦労して優先

順位を決めているのが分かった。 

 ・いろいろな立場の人のことを考え

なくてはいけないことが分かっ

た。 

 ・これからは自分たちの考えを進ん

で市役所などに伝えていきたい。 

 

６ まとめをする。 

 

 

 

 

〇できるだけ多くの人に満足して

もらえるような施設にするため

に、優先順位をつけていること

を伝える。 

〇市の政治に関わろうという意欲

を喚起するために、市の政治に

は、市民の声が生かされている

ことを改めて伝える。 

〇自分たちの生活と政治の関わり

に気付けるように、話された内

容について要点を板書する。 

 

◆学習内容を生かして、自分たち

の生活の関わりを考えている。

（ノート・発言） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

〇自分の考えをまとめやすくする

ために、本時の活動を通して気

づいたことや市役所の方の話を

想起するように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の政治はいろいろな人の立場を考えながら行われている。また、

市民は意見を伝えることが大切である。 

市民の意見を取りまとめ、市の政治を

進めるうえで大切なことを考えよう。 

 

市の政治はいろいろな人の立場を考えながら

行われている。また、市民は意見を伝えるこ

とが大切である。 

 

〇市役所の方のお話 

 ・～ 

 ・～ 

〇市の政治を進めるうえで大切だと考えた

こと 

 ・～ 

 ・～ 

〇グループでの活動を通して感じたこと 

 ・～ 

 ・～ 

〇話合いの進め方 

・出し合ったり、くらべたりするのは１０分。 

 まとめるのは５分 

・全員が意見を出そう 

・市役所の立場で考えよう 

 



１１ 資料 

 

・コミュニティーセンター（千葉市 HP） 

 

・願いと立場の拡大掲示 

 ※保護者のアンケートをもとに作成。①願い②希望する施設③立場を端的に示す（立場は児童と考え

る予定） 

 

・ランキングは googleスライドにて実施（以下イメージ図） 

 

１位  

２位  

３位  

４位  

 

・保護者アンケート（次ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て広場 

室内遊具 

カフェ 

共同農園 



 

社会科アンケート   お名前（         ） 

 

ご多用のところアンケートに目を通して頂きありがとうございます。 

この度、子どもたちは市の政治について身近に感じ、理解するため、「Ａ地区学校跡施設」（Ｂ

小、Ｃ小）を題材に学習を進めていく予定です。市民の要望をもとに市役所、市議会、税金の活用

を通して政策が決定、運営されていくことを理解し、自分と政治との関わりを考えていきます。ま

た、学習の終盤では、市役所の立場に立って市民の皆様の要望を取りまとめていく活動を行いま

す。 

 つきましては地域の方がどのような施設があるとよいと感じているのか調査を行いたい次第で

す。また、様々な立場を想定してお応えくださるようお願いいたします。 

 

〇設定 令和８年頃に、D駅近くのコミュニティーセンターが公民館・図書館跡地に建て替わる。

現在と同様の施設を予定しているが幅広く市民の皆様の要望を募りたい。市政の様子、現

存するＡ地区の施設、財政状況等は現在と同様だと仮定する。 

 

アンケートは以上です。 

ご協力ありがとうございました。 

立場 希望する施設  理由や願い 

（例）お年寄り 共同農園 
複数人で管理できる農園がほしい。

また、地域の方と交流を深めたい。 

子育てしている人   

お年寄り   

仕事をしている人   

子ども   

   

もしあれば、ほかに立場を想定してご回答頂けると嬉しい

です。（年代や生活環境、心身の状況等） 

屋内外ともに可ですが、敷地

の広さは現状と同様です。 


